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二

〇
一
一

年、

お

よ
び
、

稲
場
圭

信
「

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
宗

　
　

教
者
と

宗
教
研
究
者
」

（
『

宗
教
研
究
』

三

七

三

号、

二

〇
一

二

年）

　

　
に

よ

る
。

（
2）
　
「

宗
教
者
災
害
救
援
ネ
ッ

ト
ワ

ー

ク
」

、
「

宗
教

者
災
害

救
援
マ

ッ

　
　

プ
」

「

宗
教

者
災
害
支
援
連
絡
会
」

「

心
の

相
談
室
」

な
ど

。

（
3）
　
稲
場
圭

信
『

利
他
主
義
と

宗
教
』

五

〇

頁
。

（
4）
　
『

佛
教
タ
イ
ム

ス
』

二

〇

＝
一
年
八

月
三

〇
日

号
。

（
5）
　
「

寺
門
興

隆
』

二

〇
一

二

年
九
月

号
。

（
6）
　
庭
野
平
和
財
団
「

宗
教
団
体
の

社
会
貢
献
活
動
に

関
す
る

調
査
」

　

　
二

〇
一

二

年
。

宗
教
の

公

共
力
と

復
興

−
環
境
保
護
の

視
点
か

ら

ー岡
田

真
美
子

　
序
　
山
片
蟠
桃
へ

の

批
判

　
　
　
　
　
　

自
然
を
な
ん

だ
と
思
っ

て

い

る

の

か

？

　
山
片
蟠
桃
（

一

七
四
八
ー
一

八一

二
）

は

そ

の

著
書
『

夢
の

代
』

制
度

巻
五

之
一

五

の

な

か
で
、

名
山
や
鉱
物
資
源

、

名
木

、

名
石
の

出
る
山
に

は

神
仏
を
祭
っ

て

は

な
ら
な
い
、

鬼
神
を

恐
れ

る

習
慣
が

あ
る
こ

と

に
加

え
て
、

巫

女
や
僧
侶
に
お
ど

さ
れ
て
、

山
を

神
仏
に

奪
わ

れ

て

し
ま
う
か

ら
だ
、

と

述
べ
、

さ
ら
に、

神
仏
の

祀
ら

れ

た
山

林
の

木
を

伐
る

こ

と

が

許
さ
れ
な
い

の

は

け
し
か
ら
ん、

と

怒
っ

て

い

る
。

仙
台
藩
の

財
政
を
立

て

直
し
た

優
れ
た

経
済

学
者
の

言
で

は

あ
る

が
、

果
た
し

て
、

信
仰
対
象

と

な
っ

た

山
の

開
発
が

難
し
か
っ

た

り
、

そ
の

山

林
を

伐
る

こ

と

が
許
さ

れ

な
か

っ

た

り
す
る

の

は

そ
ん

な
に
悪
い

こ

と

だ
っ

た
の

だ
ろ

う
か

？

経
済
第
一

、

人
間
は
自
然
界
に

お
い

て

な
ん

で

も
か
で

も
利
用
で

き
る

も

の

は

利
用
し
て

い

い

と

い

う
考
え
方
で

よ

か
っ

た
の

だ
ろ

う
か

。

　
一

　

宗
教
の

環
境
保
護
力

　
三

輪
山
や
春
日
山
が

神
仏
に

独
り
占
め

さ
れ
て

い

る

と
い

う
蟠
桃
の

嘆

き
と

は

う
ら

は

ら

に、

神
仏
が
環
境
拠
点
に

置
か
れ
て

い

る

こ

と
で

樹
木

の

伐
採
が
抑
制
さ
れ、

環
境
悪
化
を
食
い

止
め

て

い

る

と
い

う
事
実
が

あ

る
。

　

大
崎
正
治
元
國
學
院

大
學
教
授
の

調
査
に

よ

っ

て

 
鎮
守
の

森
の

炭
素

蓄
積
量
は

、

日
本
の

森
林
平
均
値
の

三

倍
あ
り、

 
鎮

守
の

森
は

他
の

緑

化
施
設
に
比
べ

て
、

冷

却
効
果
も
大
で

あ
り、

 
東
京
二一
二

区
の

指
定
樹

木、

す
な
わ

ち
貴
重
な

樹

木
の

約
半
分
（
四
五
・
五

％
）

が

鎮
守
の

森
に

あ
る

こ

と
が

わ

か

っ

て

い

る
。

境
内
林
に
は
他
に

貯

水、

水
質
浄
化

、

土

壌
保
護、

気
温
緩
和、

防
風、

防
音、

景
観
の

保
存、

生
態

系
保
護

、

法

　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　（
1）

面
保
護
な
ど

多
様
な
働
き
が
あ
る

。

　
一

方、

蟠
桃
の

願
い

が

叶
い
、

近
代
合
理
主
義
に

よ

っ

て

神
仏
を

奪
い

取
ら

れ
、

宝
物
や
木
を
思

う
さ
ま
開
発
で

き
る

よ

う
に

な
っ

た
山
は

ど

う

な
っ

た
か

？

　

例
え
ば

香
春
三

山
を
み

て

み

よ
う

。

新
羅
の

神、

辛
國
息
長

大
姫
大
目

命
が

鎮
座
し
た

香
春
一

之
岳
は
、

も
と

も
と

五

〇
〇
メ

ー
ト
ル

の

標
高
が

あ
っ

た

と

言
わ

れ
て

い

る

が
、

高
度
成
長
期

以
降
石
灰

石
（

「

白
い

ダ
イ

ヤ
」

と

呼
ば
れ

て

セ

メ

ン

ト

材
料
と

な
っ

た
）

を
切
り
出
し
続

け
た
た
め

に
、

現
在
で

は

標
高
二

七

〇
メ

ー
ト
ル

の

切
株
の

よ

う
な
姿
に

な
っ

て

い

る
。
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ま
た

、

明
治
五

（

一

八

七

二
）

年
の

修
験
宗
廃
止

令
に

よ
っ

て

修
験
道

が

衰
退

す
る

と

共
に、

拠

点
霊

山
で

護
持
さ

れ
て

き
た

自
然

林
（
原
環

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
（
2）

境）

は
急

速
に

失
わ
れ

て

い

っ

た
と
も

言
わ
れ

る
。

　

神
仏
が

環
境
拠
点
に

置
か

れ

る

の

は、

そ
こ

が

特
定
の

人
間
の

利
害
の

対

象
と
な
ら

な
い

よ

う
に

と
い

う
天
の

配
分
で

あ
っ

た
。

と
こ

ろ

が、

近

代
の

合
理
主

義
・

貨
幣
経
済
至
上
主
義
に

よ
っ

て

山

に

対

す
る

崇
敬
の

念

が
失
わ
れ
る

に

し

た
が
っ

て、

香

春
一

ノ

岳
も

、

木
山
も

、

売

り
物
を
生

産

す
る

工

場
と
な
っ

て

食
い

つ

ぶ

さ
れ
て

行
っ

た
の

で

あ
っ

た
。

　

し
た
が
っ

て
、

日

本
の

山
林
再
生
の

た
め
に

は

林
業
に

よ

る

経
済
的
活

性
化
策
ば
か

り
で

は

十
分
で

は
な
く、

山
を

守
っ

て

来
た
道
徳
・

倫
理

、

つ

ま
り
お
山
の

宗
教
の

復
活
が
不
可
欠
な
の

で

あ
る

。

　
二

　
自
然
環
境
と

人

　

近
代
的

非
人

格
法
に

規

定
さ
れ
る

「

所
有
」

と
い

う
概
念
は
、

そ
れ
ま

で

の

共
同
利

用
概
念
で

あ
る

「

入
会
」

空

間
を
滅
ぼ

し
た

。

「

入

会
」

空

間
は

「

み
ん
な
の

も
の
」

で

あ
る

と
考
え
ら
れ
て

い

る

が、

正

確
に

言
え

ば
、

そ
の

空
間
は
か
つ

て

誰
の

も
の

（
所
有）

で

も
な
か
っ

た
。

山
は

山

の

も
の

で

あ
り

、

海
は
海
の

も
の

で

あ

り
、

い

わ
ば、

「

神
有
地
」

（
蟠
桃

の

い

う
「

神
仏
の

有
る
」

地）

と

言
う
べ

き
公
の

空
間
で

あ
っ

て、

我
々

人
聞
は

そ
れ
を
あ
り
が
た
く
使
わ

せ
て

頂
い

て

い

た

だ
け
で

あ
る

。

お
お

っ

ぴ
ら

な
山
海
が
私
（
わ
た

く
し）

持
ち
と

な
っ

て

い

た
過
程
は
い

か

な

る

も
の

で

あ
っ

た
の

だ
ろ

う
か
？

　

例
え
ば
、

渚
と
い

う
海
と

陸
の

間
の

空
間
が

、

個
人
の

所
有
に

移
っ

て

行
っ

た

過
程
に
つ

い

て

は、

高
崎
裕
士
が
記
し
て

い

る
。

入
会
の

浜
で

あ

っ

た亠
咼

砂
の

海
浜
が、

明
治
六
−
一

四

二

八

七
三

−
一

八
八

こ

年
の

地
租

改
正
に

お
い

て

国
有
化
さ

れ
、

後
藤
新
平
が
高
砂
を

訪
ね
た
と

き
の

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
（
3〕

置
土

産
に

と
、

こ

れ
を

杉
本

家
の

所
有
に

し
た
と
い

う
の

で

あ
る

。

こ

う

し
て

、

文

明
開

化
と
と
も
に

「

神
有
地
」

だ
っ

た
公
空
間
が

私
有
地
に

か

わ
り

、

や

が
て

は

渚
は

失
わ
れ

て
、

公

害
空
間
と
な
っ

て

行
っ

た
。

　
東
日

本

大
震

災
で

は
、

埋
め

立
て

ら
れ

て
、

私
有
地
と
な
っ

た

浜
の

多

く
が、

海
に

帰
っ

て

し
ま
っ

た
。

人
も
、

木
も、

そ

し

て

海
浜
の

土
地
も

、

そ
の

い

の

ち
を

失
っ

た
。

こ

の

よ

う
な
激

し
い

山

海
の

動
き
を

見
た

時

に
、

わ

た

く
し
た

ち
は、

日

本
の

山

河
大
地、

国
土
が

「

動
物
」

（
動

く

も
の）

で

あ
る

こ

と
を
実
感
し

た
。

こ

の

経
験
こ

そ
が

、

我
々

を
し

て
、

山
川
や

国
土
を

命
あ
る
も
の

と
認

識
せ
し

め
て

き
た

の

で

は

な
い

か

と、

そ
の

と
き

筆
者
は
、

初
め
て

思
い

到
っ

た
の

で

あ
る

。

多
く
の

人

命
が

失

わ
れ
た
こ

と

は
も
ち
ろ

ん
、

こ

の

よ

う
に

動
く
大
地、

吠
え
る

海
を

見
た

人
々

は
、

「

草
木
國
土
」

が

鎮
ま
っ

て

ほ

し
い

と

祈
り、

津
波
の

去
っ

た

後
の

荒

廃
し
た

風

景
の

中
に

佇
ん

で、

い

の

ち
を

失
っ

た

「

草

木
」

も

「

国
土
」

も
「

悉
皆
」

安
ら

か
に

「

成

佛
」

し
て

ほ

し
い

と

願
っ

た

こ

と

で

あ
ろ

う
。

「

草
木
國
土
悉

皆
成
佛
」

と
い

う
日

本
オ

リ
ジ

ナ

ル

の

「

仏

の

妙
文
」

は
、

人
々

の

こ

の

よ

う
な
願
い

の

結
晶
で

は

な
か
っ

た
の

か
。

　

筆
者
の

こ

の

間

考
え
に

同
意
し
た
宗

教
人
類
学
者
佐
々

木
宏

幹
は

、

実

際
に

草

木
や

国
土

が
成

仏

す
る

よ

う
に

と

祈
る

営
み
が

み
ら

れ
た
と

し

て
、

瓦
礫
と

化
し
た
浜
辺
に

独
り
立
ち、

海
に
向
か
っ

て
合
掌

す
る

僧
の

姿
を

あ
げ
た

。

そ
し
て
、

「

草
木
國
土

悉
皆
成
佛
」

の

よ

う
な

教
え
が

日

本
で

は
抵
抗
な
く
受
け
入
れ
ら
れ
た
の

は
、

日
本
に
は

受
け
入
れ
ら
れ
や

す
い

「

自
然
観
」

が
あ
っ

た
か
ら
で

あ

り、

そ
の

「

受
け
入
れ
や

す
さ
」

の

代

表
的
な
も
の

が
自
然
（
の

は

た
ら
き）

に
「

神
が
み
」

を

観
か
つ

感

じ
る
と
い

う
宗
教
文
化
的
傾
向
で

あ
る
こ

と、

日
本
人
に
は

自
然
（
の

は

（739）17
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た

ら
き
）

を

荒
御

魂
、

和
御
魂
と

感
じ

る

傾
向
が

あ
る

こ

と、

崇
り

神

（
荒

御
魂）

は

人
々

に

祀
ら
れ

祈
り
願
わ
れ

る

と

善
き

神
々

（
和
御
魂
）

　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
（
4）

に

変
化
す
る

に

い

た
る

事
例
が

多
い

こ

と
を

指
摘
し

た
。

ま
こ

と
に

得
心

の

い

く
ご

意
見
で

あ
る

。

　
三

　
復
興
の

た

め
の

正

義
と
タ

イ
ム

ス

パ

ン

　

経
済
的

利
益

第
一

主

義
の

山
片
蟠
桃
の

『

夢
の

代
』

中
に

も
、

見
る

べ

き
箇
所
が

あ
る

。

「

天

下
の

爲
に

な
る
山
な

れ

ば
、

萬

代
の

利
を

得
て
、

ア
孫
長
久
相
續
せ

し
が

爲
に、

神
佛
の

類
を

祭
り
て

、

こ

れ

を

鎮
守
せ

し

…
」

と

い

う
く
だ

り
で

あ
る

。

つ

ま
り
彼
も、

本
来
は

サ
ス

テ

イ
ナ
ブ

ル

な
環
境
保
護
の

た

め

に

は

神
仏
が

祭
ら

れ
る

空

間
で

あ
る

こ

と
が

有
効
だ

と

言
う
の

で

あ
る

。

　
で

は

な

ぜ
、

神
仏
を
環
境
拠
点
に
お

く
こ

と
が

サ

ス

テ

イ

ナ

ブ

ル

な
環

境
を
保
護
す
る

こ

と
に

な
る
の

だ

ろ
う
か
？

　
そ

の

答
え
の
一

つ

に

な
る

と

思
わ

れ

る

の

が
、

神
仏
関
連
の

タ

イ

ム

ス

パ

ン

の

長
さ
で

あ
る

。

わ

れ

わ

れ
が
日

常
的
に

用
い

る

タ
イ
ム

ス

パ

ン

は

せ

い

ぜ

い

五

年
か

十
年、

長

く
て

も
ワ

ン
・

ジ
ェ

ネ
レ

ー

シ

ョ

ン

三

〇
年
で

あ
る

。

し
か

し
、

宗
教
関

係
者
は

常
に
百
年
三

百
年
先
の

こ

と

を

考
え
て

こ

と
を
進
め

る
。

西
岡
常

一

は
「

わ

れ
わ

れ

大
工

の

間
で

は

ね、

樹
齢
千
年
の

木
は

堂
塔
と

し
て

千

年
は
持
つ

と
い

わ

れ
て

い

る
ん

で

す
」

、

「

わ

た

し

ら

千
年
先
を

考
え
て

い

　

　
　
　
　（
5〕

ま
す
」

と
い

う
。

神
仏
に
関
係
す
る
も
の

の

時
間
は

そ
う
い

う
単
位
で

あ

る
。

　

復
興
は

今
一

代
の

利
益
の

み

を

考
え
て

行
っ

て

は

な

ら

な
い
。

か

つ

て

わ

れ
わ

れ

の

先
祖
も
そ
う
し
て

来
た

か

ら、

こ

う
し
て

わ
れ

わ

れ
も
存
在

す
る

こ

と

が
で

き
る

の

で

あ
る

。

サ
ス

テ

イ

ナ
ブ

ル

な

宗
教
的
倫
理
・

道

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　

（
6）

徳
を

復
興
の

議
論
の

な
か

で

語
り
た

い
。

生
き

物
で

あ
る

大
地

の

上

に

暮

ら

す
わ

れ

わ
れ

が

貴
ん

で

来
た

、

も
っ

た
い

な
い

と
い

う
他
者
尊
重
の

哲

学
、

な

に

よ

り
「

児
孫
の

和
楽
」

を
望
ん

で

復
興
は

な
さ
れ
る

べ

き
で

あ

る
。

特
に
、

原
発
震
災
に

つ

い

て

は
一

日
も
早
い

原
発
の

な
い

社
会
づ

く

り
を

目
指
し
て
、

自
ら
と
他
を

偽
ら

ず
、

真
実
を

見、

正
し
く
考
え
て

行

動
す
る

こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。

　
四

　
宗
教
的
地
域
ネ
ッ

ト

ワ

ー

ク

の

も
つ

可
能
性

　

最
後
に
、

宗
教
施
設
が

災
害
時
に

公
の

空
間
と

し
て

機
能
し
て

き
た
こ

と
を

記
し

て

お
き
た

い
。

宮
城
県
石
巻
市
北
上

町
の

長
観
寺
（
曹
洞
宗、

当
時
小
松
孝
一

住
職
）

は

北
上

川

汽
水
域
の

高
台
に

位
置
し、

そ
の

下

の

集
落
が

そ
っ

く

り
津
波
に

呑
み

込

ま
れ

た
と

き

に
「

避
難
所
」

と

な
っ

た
。

死
を

免
れ

た

周
辺
住
民
達
が

自
発
的
に

寺
に
避
難
し
て

来
て、

一

時

は

百
名
の

被
災
者
が
寝
起
き
を
し

た
。

公
け
の

空
間
と

し
て

地
域
住
民
を

守
っ

た

に

も
か

か
わ

ら

ず
、

つ

い

に
最
後
ま
で

公
的
避
難
所
指
定
は

さ

れ

　
　
　〔
7）

な
か
っ

た
。

　
し

か
し、

多
く
の

場
合

、

地
域
の

ソ

ー

シ

ャ

ル

キ
ャ

ピ

タ
ル

で

あ
る

社

寺
は
、

優
れ
て

安
全
な
空

間
に

立

地
す
る

。

そ
れ
を
見
据
え
た

新
し
い

動

き
も
生
ま
れ
つ

つ

あ
る

。

震
災
の

翌
年
二

〇
一

二

年
五
月、

兵
庫
県
多
可

町
と

多
可
郡
仏
教
会
が
、

災
害
時
に
寺
院
が
住
民
達
を
受
け
入
れ
る

協
定

を
取
り
交
わ
し
た

。

こ

の

よ

う
な

形
で

行
政
が
宗
教
者
と

協
定
を
結
ん

だ

の

は

初
め

て

で

あ
る

。

こ

れ

か

ら

は

多
可
町
の

よ

う
に、

宗
教
施
設
を

公

共
空

間
と

し

て

こ

だ

わ

り
な
く
利

活

用
す
る

こ

と

が

進
む
と

期
待
さ
れ

る
。
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注

（

1
）

鎮

守
の

森
CO2

吸
収
調
査
プ
ロ

ジ
ェ

ク

ト

会
議
『

鎮
守
の

森
C

　

　
O2

吸

収
調
査
報
告
書
』

二

〇

〇
六

年
。

大
崎
教
授
ら

は

東
京

都
二

　

　
三

区
内
に

あ
る

五

九

神
社
の

鎮
守
の

森
（

樹
林
地
一

四

二
・
五

万

平

　

　
方
メ

ー

ト
ル
）

に

つ

い

て

炭
素
蓄
積
量
を
調
べ

た
。

（

2
）
　
長

野
覺
「

山

岳
聖

域
の

自

然
林
と

神
木
」

（
『宀
示

教
民
俗

研
究
』

第

　

　
一

四
・
】

五

合
併
号、

二

〇
〇

六

年
）

、

九
六

ー
一

二

五

頁
。

（

3
）
　

高

崎
裕
士
・

高
桑
守
史
『

渚
と

日
本
人
』

NHK

ブ
ッ

ク

ス
、

　一

　

　
九
七
六

年
、

六
五

ー
六

七

頁
。

（

4
）
　
佐
々

木
宏
幹
「

大
震
災
後
の

日
本
の

宗
教
論
」

（
『

仏
教
企

画
通
信
」

　

　
二

五

号
、

二

〇
一
一

年
九

月
一
一

日
）

、

二

面。

（

5
）
　
西

岡
常
一

「

木
に

学
べ
』

小
学
館
ラ

イ
ブ
ラ

リ
ー
、

一

九

九
一

年、

　

　
一

七
、

二
＝ ．
頁。

（

6
）
　
マ

イ
ケ

ル
・

サ

ン

デ

ル

は

「

本
質
的
な

道
徳
論
議
は
進

歩
的
な
公

　

　
共
目

的
と

対
立
し

な
い

し
、

多
元
的
社
会
に

と
っ

て
、

市
民
が

公
共

　

　
生

活
に

持
ち
こ

む

道
徳
的
・

宗
教
的
信
念
と

関
わ
る

こ

と
を

避
け
る

　

　
必

要
は
な
い
」

と

語
っ

た

（
『

公
共

哲
学
』

ち

く
ま

学
芸

文
庫

、

二

　

　
〇
一
一

年
、

一

五

頁）
。

（
7
）

　
他
に

も

同
様
の

ケ

ー

ス

が

あ
っ

た

こ

と
を
フ

ィ

ー

ル

ド

調
査
し
た

　

　
も
の

と
し

て
、

大
窪
健
之
・

林
倫
子
他
「

東
日

本
大

震
災
に

お

け
る

　

　
地
域

文
化
遺
産
の

避
難
所
と

し
て

の

活
用
実
態
」

（
『

歴

史
都
市
防
災

　

　
論
文
集
』

鳳

5、

立

命
館
大
学
歴

史
都
市
防

災
研
究
セ

ン

タ

ー
、

二

　

　
〇
一
一

年
）

が

あ
る

。

祈
り
の

公
益
性
を
め

ぐ
る

試
論

　

−
三
・
一
一

に

よ
っ

て
照
り

出
さ
れ
る

「

宗
教
」

の

境
界

小
原

　
克
博

　
一
　

祈
り

と
は

何
か

　
祈

り
は、

宗
教
や

宗
派
（
教
派）

の

違
い

に

よ
っ

て
、

そ
の

様
相
は

大

き
く

異
な
る

。

し
か
し

、

超

越
的
な
も
の

へ

の

希
求、

死

者
へ

の

哀
悼
な

ど
、

形
式

的
な
違
い

を
超
え
る

「

普
遍
性
」

を

有
し

て

い

る

と

考
え
ら
れ

る

場
合
も

あ
る

。

し
か
し

祈
り
を
、

宗
教
の

違
い

を

超
え
る

形
で

定
義
す

る

こ

と
が
で

き
た
と
し
て

も
、

そ
れ
は

抽
象
度
の

高
い

も
の

に

な
ら
ざ
る

を

得
な

い
。

こ

こ

で

は
、

問
題
を

抽
象
的
に

拡
散
さ

せ

な
い

た

め
に、

キ

リ

ス

ト

教
を

参
照
軸
と

し
て
、

祈
り
の

公
益
性
を

考
え
た
い

。

　
二

　
祈
り
と

終
末
論
　

　
日
常
と

非
日
常
の

裂
け

目
か

ら

　
大
き
な

苦
難
を

個
人

的
・

集
団
的
に
経
験
し

た

際
に
、

信
仰
の

違
い

や

信
仰
の

有
無
を

超
え
て
、

祈
り
や、

祈
り
に
な

ら

な
い

訴
え

こ
つ

め

き
が

発
せ

ら
れ

る
が
、

ユ

ダ

ヤ
教
・

キ
リ
ス

ト
教
の

歴
史
的
文
脈
の

中
で

は
、

「

神
義
論
」

と
い

う
テ

ー
マ

の

も
と

議
論
が
蓄

積
さ
れ

て
き
た

。

神
を
正

義
・

全
能
・

善
な
る

存
在
と

し
て

理
解
し
た

場
合、

そ
の

神
理
解
と

現
実

世
界
に
あ
る
悪
・

苦
難
・

不
幸
を
ど
の

よ
う
に

両
立
さ
せ

る
こ

と
が
で

き

る
の

か
と

い

う
問
い

は
、

一

神
教
の

伝
統
に
お
い

て

不
可
避
の

問
い

と
し

て

継
承
さ
れ、

多
様
な
議
論
が
展

開
さ
れ
て

き
た

。

神
義
論
が
主

題
と
な

ら
な
い

よ

う
な

文
化

圏
に
お
い

て

も、

大

き
な

苦
難
と

そ
れ

に

続
く

祈

り
・

う
め

き
は
、

平
静
な
日
常
の

中
で

な
さ
れ
る

祈
り
と

は
自

ず
と

異
な

る

こ

と
に

な
り、

苦
難
の

中
の

祈

り
は、

広
い

意

味
で

終
末
論
的

次
元
を
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